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⑫ サ ラー トム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア (集団 礼拝 ) 


人 @ サラ ー ト ・ ア ル テ ジ ャ マー ア が 定め られ た こと の 英知 : 








サラ ー ム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア は 、 イ スラ ー ム の 数 ある 特色 の 中 で も 最も 顕著 な 特色 の 1 


つ で す 。 そ れ は あたかも イ 
率 さ れ た 軍隊 の 行軍 の よう 





沖 





うく 
HE 








合力 の 象徴 と も 捉え られ ま 





バー ダ ( 拓 行 導 ) 


























に お ける 天使 の 隊列 の よう で あり 、 








また 統 


で も あり ます 。 ま た サラ ー ト ム ・ ア ル テ ジ ャ マー アゲ は 人 々 の 間 に 

















愛 の 念 や 互い に 知り 合う 機会 、 相 互 の 思い や り を も た らし 
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@ 最も 偉大 な ムスリム 間 の 集い : 


タダ ダー 信 あ ぶり の が 、 





5 回 の 義務 の サラ ー の よ 








て の デラ ファ 2 の 日 の よう な 、 年 に 1 度 の 集 ま 





よう な 、 状 況 の 変化 に よる 











E ま すし 、 彼 ら の 栄光 や 力 や 団 











決め られ た 時 間 に 集 合 す る よう 定め られ まし た 。 そ の 
下 の よ うな も の が あり ます : 


PE に は 以 


うな 、 日 々 に お ける 昼夜 の 集まり 。 人 金曜 日 の 集団 礼拝 の よう な 、 
1 週間 に 1 度 の 集まり 。2 つの イー ド 1 の よう な 、 年 に 2 度 の 集まり 。 ムスリム 全体 に と っ 











集まり 。 




















り 。 雨宮 い の サ ラー や 日 触 ・ 月 触 の 





@⑯ ケラー トム ト ・ ア ル テ ジ ャ マー ア の 法 的 位置 づけ : 








に 健常 な 全て の 成人 ム ス リ 








ム 男 性 


サラ ー の 




















日 々 5 回 の 義務 の サラ ー に お いて サラ ー ト ム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア に 参加 する こと は 、 精神 的 


こと っ て の 義務 で す 。 そ れ は 旅行 中 で あろ うと 定住 状態 























で あろ うと 、 ま た 安全 な 状態 で あろ うと 危険 に 晒さ れ て いよ うと 同様 な の で す 。 


1 一 至 高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れ ま し た 














:- そし て あな た が 彼ら と 共に (戦闘 状態 に ) あ 


る 時 に サラ ー (礼拝 ) を する な ら ば 、( 彼 ら を 2 つの 集団 に 分 け 、 そ の ) 1 団 を あな た と 共 
に (サラ ー に ) 立た せ (も う 1 団 を 敵 の 方 に 向かっ て 護衛 させ ) る の だ 。 そ し て (サラ ー 
を する 1 団 に は 、 護衛 する 者 た ちと 同様 に ) 武器 を 持た せよ 。 そ し て (サラ ー 中 の 1 団 が ) 
サジ ダ (中 拝 ) し た な ら 、( 護 衛 の 1 団 を ) あな た 方 (サラ ー 中 の 1 団 ) の 後ろ に 廻ら せ (て 
敵 を 監視 させ ) る の だ 。 そ れ か ら ま だ サラ ー し て いな い 1 団 に 、 あ な た と 共に サラ ー さ せ 
よ 。 そ し て (既に サラ ー を 終え た 1 団 に ) 護衛 を させ 、 武 器 を 持た せる の だ 。 不 信仰 の 輩 











1 訳者 注 ・「2 つ の イー ド の 








」 と は 、 イ ー ド ・ ア ル 











つま り シ ャ ウ ワ ー ル 初日 の 祭 











犠牲 祭 ) の こと で す 。 
2 訳者 注 :・「 ア ラフ ァ 」 と は ヒ 
て いる マッ カ 近 郊 の 台地 。 こ の 
う 















































ジュ ラ 暦 12 月 の 9 
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フィ トッ ゥ ル (ラマ ダー ン 月 の 齋 戒 が 明け た 翌日 、 
と 、 イード ・ ア ル テ ア ドッ ハー (ズル テヒ ッ ジ ャ 月 10 日 目 の 、 い わ ゆ る 












































目 、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 た ち が 赴 く こ と を 義務 付け られ 
この 地 で アッ ラー を 念じ し 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈 り 、 犯 し た 罪 の 赦し を 匂 
は 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と いう 言葉 が 示す 
通り 、 ハ ッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 意味 合い を 持っ て いま す 。 


は あな た 方 が 武器 や 装備 品 を お ろ そ か に し 、 そ れ に 乗じ て 一 息 の も と あな た 方 に 飛び か か 
ろう と し て いる 。 但 し 雨 に よる 困 将 や 、 あ な た 方 が 病気 に ある 場合 に お いて は 武器 を 置い 


て も 支障 は な い 。 
用 意 な され た 。, 


2 アブー・ 
に アッ ラー か ら の 1 


フラ イラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
F 安 と 祝 


戸 


ョ あれ ) 























か け て 。 私 は 打 き 木 を 集め る よう 
同和 GO 


まっ て いる ) 男 た ちの 家 の 裏 か ら 





ー ン ( 礼 電 
ぬる まう 欠 や も 、 刺 用 
赴 い て 火 を つけ て 














身 は 























(集団 礼拝 


焼き 討ち に し て し 











は 言い まし た # 私 の ぅ 





こ 留 3 


に 参加 せ ず に 
E い た いと 


























2 だ 
強 が そ の 御手 元 
命じ し 、 そ れ が 集め られ て か ら サ ラー の 開始 を 命じ て アザ 


放 和 0 


し か し 注意 する の だ 。 実 に アッ ラー は 不信 仰 の 民 に 、 屈 辱 的 な 和 凡 を ご 
(クル アー ン 4 : 102) 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 (第 
に ある その お 方 に 











ゝ に サラ ー を 系 


























中 が その 御手 元 に ある 














その お 方 に か け て 。 あ な た 方 の 内 の ある 者 は 、 も し 1 本 の 太い 骨 や 踏 の 間 の (僅か な ) 良 





い 了 肉片 が そ 


に ある と 知っ て いた な ら 、 イ シャ ー ( 夜 の サラ ー) 【 


0 生 2 の REU の CD 


3ー ア ブー・ 
ラー か ら の 祝福 
ー の 使徒 よ 。 


と 当 



































王 山 


ク 旦 コ 


か と 尋ね 、 そ の 許可 を 得 ま 
は 彼 に こう 尋ね まし た “ 
E し た ? は い 。" 
リム の 伝承 5) 








ご ヴ 





@ モス ク で サラ ジー トム 


1- イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
F 安 あれ ) は 


戸 


か ら の 祝福 と 
E た 別 の 言葉 で は こ 








プー 
だ 。」 
伝承 6 

















2- ア ブー・ 


E も 私 を モス ク 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 





Eb7 だ 。 て 
(あな た の 








する と ( 預 言 者 は ) 言い 

















う あ り ま 


フラ イラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 


戸 

















に アッ ラー か ら の 
られ た 義務 


琴 徐 





F 安 と 祝 
の ] ユ - つ (か ラー) を 逆行 する た め 


量 あ れ ) 
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時 0 
後半 部 分 団 礼 拓 に 
な 執着 心 0 方 、 


4 サ ヒ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー 





げ 
参 7 


用 ム 


























N 














礼拝 





加 し な いあ る 和 
それ より ずっ と 偉大 な 報奨 を お ろ そ か に 


ー (644) 、 


5 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (653)。 


6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (645,646) 、 


も の 。 


言い 3 
は 


こ 参 加 し な い 者 た ち に 


フラ イラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 3 
F 安 あれ ) の 許 に ある 1 








Pi 



































戸 


と 平 安 あ れ ) に 家 で ( 
し て 彼 が そこ を 立ち 去 ろ う 




















家 で は ) サラ ー の 呼び か け ! 
それ で は それ に 応じ る の だ 。"」 





じじ だ イ 








に 参加 する で あろ うに 3 














の 男 が や っ て 来 て 、 
に 連れ て 行っ て くれ る 人 が いな い の で す 。′ それ か ら 彼 は アッ 


義務 


こよ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 


E し た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ 


「 預 
に 7C 














こう 言い 3 メメ ダグ 
の" 光 を し て や 届い 
と し た 時 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
は 聞こ える か ?" 男 は 言い 
( ム ス 























・ ア ル テ ジ ャ マー ア に 参加 する こと の 徳 : 





( 彼 に 














E し た : 「 集 団 礼拝 は 旨 





列 








「25 倍 勝 る の だ 。」 





言い 3 





は 言い まし た * 








E の 者 た ち は 現 ] 





サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (651)。 
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EE した.: 
家 で 体 を 清め て か ら 、 ア ッ ラ ー が 定 
に アッ ラー の 家 (モス ク の こと ) へ と 赴く 者 


サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (649.650)。 





Rh の の 


(アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
め 





対す る 強い 警告 と 非難 を 含ん で いま す 。 ま た その 
世 の つ ま ら な い 物 や 僅か な 利益 に 対し て も 非常 
し て いる と し て 叱 性 し て いま す 。 

文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


文章 は アル テ ブ ハー リー の 








は 、 そ の 片足 の 歩み の 一 歩 毎 に その 罪 が 赦 さ れ 、 か つも う 片 足 の 一 歩 毎 に その 仔 階 が 上 げ 
られ る で あろ う 。" 」( ム スリ ム の 伝承 





3-ー ア ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 朝 タ に モス ク に 赴く 者 に は 、 彼 が 朝夕 に 
か ける 度 に 、 ア ッ ラ ー が 天国 に お ける 歓待 を ご 用 意 下さ る で あろ う 。」( ア ル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 8 





上 上 









































@⑯ どこ で サラ ー ト ・ ア ル ニ ジ ャ マー ア を 行う べき か ? 














ムスリム は 、 自 分 が 住ん で いる 地区 の モス ク で 義務 の サラ ー を 行う こと が 最善 で す 。 そ 
し て それ に 次 ぐ の が 最も 礼拝 者 の 数 の 多い モス ク で 、 そ れ に 次 ぐ の が 最も 遠い モス ク で す 。 
但し マッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク と マデ ィ ー ナ の 預言 者 モス ク 、 エ ル サ レ ム の アク サー・ モ 
スク は その 限り で は な く 、 そ れ ら の モス ク に お ける サラ ー は 無 条 件 に 最上 の も の と 見 な さ 
ます 。 
















































































倫 イマ ー ム が 率い る サラ テラ ー ト ・ ア ル テ ジ ャ マー ア が 既に 終了 し て し まっ た モス ク で 、 別 の 
サラ ー ト ・ ア アルテ ジャ マー ア を 行う こと は 可能 で す 。 

















@ 前 線 に いる 軍隊 で あっ て も 、1 つ の モス ク で サラ ー す る こと は 推奨 され た 行為 で す 。 し 
か し ゃ も し 敵 の 出現 の 恐れ が ある 場合 は 、 集まっ た 後 も 各自 自分 の 持ち 場 で サラ ー し ます 。 





















































@ 女性 が モス ク に 行く こと に 関す る 法 的 見 解 : 




















女性 が モス ク の サラ ー ト ム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア に 参加 する こと は 、 合 法 で す 。 但 し 男性 か 
ら は 完全 に 分 断 さ れ た 、 女 性 専用 の 場所 が ある こと が 条件 に な り ま す 。 
































また 女性 の 1 人 が イマ ー ム を 務め る に し ろ 、 あ る い は 男性 が そう する に し ろ 、 女 性 が サ 
ラー トム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア を 行う こと は スン ナ 9 で す 。 ま た 、 モ スク に 行く に は 昼 よ り も 夜 
の 方 が 好ま し いと され ます 。 





























イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 女 性 が 夜 モ スク に 行く 許し を 請う た ら 、 許 し て や る の 
だ 。」 (アルテ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 1) 














ヒー フ ・ ム スリ ム (666)。 

ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (662) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (669。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 

10 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (865) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (442)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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( 〇 OO ぐさ 








⑯ ケラー トム ・ デ アル テニ ジ ャ マー ア が 有効 と な る 人 数 は ? 





サラ ー ト ム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア は 2 人 か ら 有 効 と な り ま す 。 人 数 が 多けれ ば 多い ほど サラ 
ー は 優れ た も の と な り 、 か つ 僅 大 か つ 基 茂 な る アッ ラー の お 悦び に 叶う も の と な る で し ょ 


ー 


フ 。 




















@ 単独 で サラ ー を 終え た 後に サラ ー ト ム ・ ア ル テ ジ ャ マー ア が 始ま っ た 場合 : 























モス ク に お いて 単独 で 義務 の サラ ー を 終え た 後 、 人 々 が や っ て 来 て サラ ー ト ・ ア ル テ ジ 
ャ マー ア を 開始 し た 場合 に は 、 先 に 行っ た サラ ー を 任意 の も の と 見 な し て 彼ら と 共に 義務 
の サラ テー を 行う こと が スン ナ で すず 5 また あめ ある モス ク で イマ ー ム と 電 に サラ ー を し た も の の 、 
別 の モス ク に 入っ た と ころ 別 の サラ ー ト ・ ア デル テ ジャ マー ア に 遭遇 し た 場合 も 同様 で す 。 






























































@ 義務 の サラ ー が 開始 し た ら 、 任意 の サラ ー は 一 切 行い ませ ん 。 も し 任意 の サラ ー を 行っ 
て いる 最 中 に 義務 の サラ ー が 始ま っ て し まっ た ら 、 タ クビ ー ラ トゥ ・ ア ルー テイ フラ ー ム 
1( こ 間に合う よう それ を 早め に 済ま せ て か ら 、 そ の サラ ー ト ム ・ ア ルレ テ ジ ャ マー ア に 参加 
し ます 。 









































⑯ サラ ー ト ム ・ ア ルー テ ジ ャ マー ア に 参加 し な いこ と に 関す る 法 的 見 解 : 








病気 や 何ら か の 危険 な ど 、 正 当 な 理由 ゆえ に モス ク に お ける サラ ー ト ム ・ ア デル テ ジ ャ マー 
ア に 参加 し な い 場 合 は 、 そ れ に 参加 し て サラ ー し た 者 と 同様 の 報奨 が ある で し ょ う 。 一 方 
正当 な 理由 も な く サ ラー トム ・ ア デル ニテ ジ ャ マー アゲ に 参加 せ ず 単独 で サラ ー を 行っ た 場合 の サ 
ラー は 有効 で す が 、 偉 大 な 報奨 を 失う と 共に 大 き な 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 



























































11 訳者 注 : サラ ー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 
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